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大連で東北三省の日本書籍を見てみたい私
横山 邦治
大連外国語学院
三十数年の昔の話である。九州大学文学部の先生であられた中村幸彦先生の研究室に毎月
二、三度、書籍の調査(中 村先生個人蔵の膨大な読本その他について)と 講義の聴講のため
に通っていた(水 曜 日の夜行便で広島か ら博多へ、木曜日の一 日を中村先生の研究室に居座
って、その 日の夜行便で広島へ ということであった)こ ろのこと、大連高商の教授であられ
た重友毅先生が、大連高商の研究室に読本の善本が沢山あった と、近世の学会で同宿 してい
た時に話 してお られたと何度か聞いた ことがあった。読本は全て見てみたいという素志 を申
し上げていたころであったので、そのころは日本国内にある読本 という感覚であったのに対
して、海外にも流出した和書が沢山あるのだよということを教えてくださったのであろうが、
"大連に読本がある"と いうことが強い印象 として残ったのである(注1J。
停年 によって永年経営に腐心 した広島文教女子大学から身を引 くことを決心 して自由の身
になることとなった時、中村先生の言葉が啓示のごとくに思い出され、大連の地に身を置い
て日本書籍の探索をしてみようと考えたのである。
大連流亡には、その前史がある。広島文教女子大学では、早 くに大連外国語学院と友好関
係を結び、私 自身も二度ほど学生同伴で大連外国語学院に友好訪問をしていた。大連外国語
学院と友好関係を結んだ時から、徐甲申先生(現 在は大連外 国語学院副院長 ・漢学院院長)
に私の素志を申し上 げてお り、訪問の度に大連図書館の満鉄資料を一部見学することが出来
て、ここに膨大な日本書籍 ・漢籍 ・新聞雑誌及び写真や巻物などの資料群が六十数年のほこ
りをかぶって眠っていることをおぼろげながらに知るに至った。
二度目に訪問した時、書庫は見せていただけなくて目録とカー ドの調査 を許されたのであ
るが、その ときの老いた司書の方の話が深い印象 として残っている。随伴して くれた高暁華
さん(大 連外大で 『日語知識』とい う月刊雑誌を編集している責任者で、一年間広島文教女
子大学大学院で学び、松尾芭蕉の 『奥の細道』で修士論文を書 き、『奥の細道』を中国語訳 し
た女性)の 通訳 によるが、ここの 日本書籍は三つの災害(一 、 日本敗戦のときのソ連軍の占
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領、一、国共内戦による混乱、一、文化大革命の時の文化財破棄)を くぐり抜けて守ってき
た ものであると。ソ連軍占領の時の文化財奪略の様子を細か く描写しながらの話であったが、
それらの人為的災害を何 とか防いで守 り通したという誇 りと、今後もどういう政治的激動が
あるかも判 らないから、それを防ぎ通 さなくてはならないという使命感を、その口振 りや表
情か ら伺 うことが出来た。今一つ、 日本人の研究者が ときどき調査に来るが(著 名な大学の
名前をいくつか挙げられた)、立派な蔵書だとか リップサービスばか りで実質的後援(ア フタ
ーケアー)が ないということを苦笑まじりに話してお られたことが印象に残ったことである。
日本人の研究者が、そう度々足を運ぶことが出来ないのは当然の話なのであるが、表面上の
リップサービスを言われているのだろうナと密かに考 えたことである。
ともあれ大連流亡以前の二回の訪問で、大連図書館 に満鉄資料が蔵されているとは判った
のであるが(注z)、大連高商の書籍 ということになるとどこから手をつけたらいいか全 く暗中模
索だナと感 じたことである。大連高商のような高等教育機関は、戦前の関東州及び旧満州国
地域に相当数存在 し、そこには研究 ・教育に必要な日本書籍が備えられていたはずであった。
商業経済の学を教えた大連高商に和本 としての読本が存在 したと伝誦されるごときものが、
そこには存在 していた可能性があるのである。昭和二十年の敗戦時まで存在 していた高等教
育機関を列挙すると、
○ 旅順工科大学(大 正十一・年設立 ・旅順市)
○ 満州医科大学(大 正十一年設立 ・奉天市)
○ 旅順高等学校(昭 和十五年設立 ・旅順市)
○ 南満州工業専門学校(大 正十一年設立 ・大連市)
○ 大連高等商業学校(昭 和十一・年設立 ・大連市)
○ 満州医科大学付属薬科学専門部(昭 和十三年設立 ・奉天市)
とある。旅順工科大学 と旅順高等学校は官立で、その他は私立であるようであるが、 とにか
くこれだけの高等教育機関が存在 したのである。また満州国が日帝傀儡政権によって樹立さ
れた とき、新帝都の新京(現 長春)に 建国大学が創設されたのも周知のことであ り、 日帝の
面子にかけても蔵書の整備は実施されたに違いないのである。これら日帝の高等教育機関の
蔵書探索 も当然行われなくてはならないと、大連流亡の準備 をしている段階で考えたことで
ある。
徐甲申副院長を頼って大連外国語学院 日本語学院の日本人教師として大連流亡を果たした
のであるが、大連図書館の満鉄資料を始め日本書籍の探索は、私的立場での調査であるだけ
に"至 難"と いう一語に尽 きる有様であった。二度 も満鉄資料 を収蔵 している書庫に入れて
いただいたので、未見の書庫 もやがて見せていただけると思いながら、徐先生に連れていた
だいて大連到着早々に図書館 に参上 したところ、 どんな本が見たいのかとい う話 となって、
和本類から拝見したいと申し出た ら、それではそのうち調査 しておきましょうということで、
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結論は門前払い となって、徐先生 も少 し唖然という有様。当然その後 しばらく応答なしとい
うこととな り、それではと大連高商な どの本探 しなどしたけれど、大連高商の故地は体育館
となっていて書籍の探索どころかである。御当人、一寸朱舜水気取 りで中国語が一切解 らな
いので(注3)、隔靴掻痒の感が強く、なかなか前に進まないのである。
そんなある日、徐先生が図書館長が替わって友人が就任す ることになったので、改めて紹
介すると言って御同伴下さり、現在の館長である本中義先生に会わせて下さり、書庫の見学
を許 していただいた。今まで五 ・六階の書庫 しか見せていただけなかったので、敢えて最上
階の九階から見せていただ くようお願 いして見てい くと、九階に古典籍 と新聞雑誌の揃いが
蔵されていることが判 り、む しろ未整理の雑物が入っていると聞いていたところに貴重なも
のがあることが判ってきた。西本願寺大連別院の大谷蔵書 もここに別置 されてお り、楠の木
箱に貴重本 として秘蔵 されていた。詳細に調査するのは不可能なのであるが、大連図書館の
満鉄資料にアプローチし始めて六年 目にして、その全貌を概観することが出来たわけである。
当初期待 した江戸期以前の和本と言えるものは数少なく、そういう点では収穫は少ないので
あるが、 ともあれ障害の多かった満鉄資料 と大谷蔵書の全体像 を概略実地に見ることが出来
たのであ り、ある種の感慨を覚えたのは確かである。
大連流亡二年目、九州大学の中野三敏氏を団長する研究者の一行が満鉄資料調査を主目的
として訪大連、引 き続いて国文学研究資料館の松野陽一館長外二名の方も同 じ目的で訪大連、
まずは効果的にご案内できて、その全体像に目を通 していただけたと思っている。五階の収
蔵庫か ら見て行 っていればどんなことになったか判らないナアと思っての案内だったのであ
るが、その実見談については大連外国語学院日本語学院 日本文化研究中心で編集した 『日本
文化研究』に収載させていただいているので、詳細 についてはそれを見ていただきたいと考
えている。
四
大連図書館の満鉄資料(大 谷蔵書を含む)の 調査 と保存については、やはり日本の資金援
助 と調査団の派遣協力が必要なのではないか と考えられる。それ とも相当な長期間の腰のす
わった対応が求められるのではなかろうか。緊急なこととしては、新聞 ・雑書類の早急 なマ
イクロフィルム化が望まれる。戦前の劣悪な紙質のもので、一見 しただけで色あせて劣化が
甚だしい様子がうかがえるので、緊急 に調査 してマイクロフィルム化 しなくては、一般公開
することは不可能と思われる。触れればバラバラになるのではないかと危惧されるものもあ
るごとくであるから、あれで半世紀以上何 とか保存 されてきているのだからと言っても、保
存には細心の注意が必要であろうと思われる。植民地時代の現地の出版物の揃いなどいうも
のは、恐 らく日本本土には存在 してい ない可能性が大であろうか ら、それ丈に重要な存在だ
と思われる。
調査協力 と言って も、 日本人研究者の足場が必要であるが、幸いに大連には大連外国語学
院という、中国では最 も古い伝統のあ る日本語教育の大学があ り、そこには日本語の達者な
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教師団が五 ・六十名はおられるので、ここの学院を足場に して、教師団の協力を得て調査作
業を実施すれば効果的な成果があげられるのではないかと思われる。そのような中国側の協
力も得なが ら、 日本の研究施設、研究者集団のリップサービスでない協力援助が実現すれば、
中国側の扉も開かれてきて、本当の意味の 日中友好的関係 に於ける調査研究活動が実現する
ごとくに思われるのである。
五
大連流亡二年 目ぐらいの時、金寿奉と言われる遼寧師範大学の名誉教授の先生 を紹介され、
1984年 に、東北三省に遺存 された日本書籍 を調査 して図書 目録を作成 したと聞かされた。『東
北地方文献朕合目隶』全二冊がそれらしい。その序を見ると、東北三省で 日本書籍が遺存 して
いる図書館は、次のようである。
(11)迂 守省 図書館(12)沈 旧市図書館(13)大 連市図書館(14)錦 州市図書館
(18)迂 宇大学図書館(21)吉 林省図書館(22)長 春市図書館(23)吉 林市 図書館
(25)吉 林大学図書館(26>東 北師範大学図書館(27)延 辺大学図書館(29)吉 林省社
会科学院図書館(31)黒 尤江省図書館(32)哈 尓溟市図書館
(33)斉 斉哈尓市図書館(37)黒 尤江大学図書館(38)哈 尓演師範大学図書館
頭番号は、中国における図書館の公的な符号であろうか、これで見ると沈阻と長春とに遺
存の日本書籍が多いことが判る。
沈陌には手がか りがな くていまだ図書館探訪に出かけていないが、長春 には二度探訪に出
かけた。一度はまだこの目録を入手していない時期で、とにか く建国大学には日本書籍があ
ったはずだから、建国大学の後身である長春大学にということで探訪に出かけたのであるが、
通訳係が 日本の人ということもあって、隔靴掻痒、書庫の中まで見せていただいたのだが、
戦前までの書籍は一切見当たらない有様で、失望してガッカリ。
二度 目は、長春大学出身の崔香蘭先生(大 連外 国語学院日本語学院)に ご案内いただき、
目録にある吉林省図書館、長春市図書館、吉林大学図書館、東北師範大学図書館を探訪する
ことが出来た。戦前の日本書籍に関して言えば、建国大学関係の 日本書籍 は東北師範大学図
書館に移動保存 されてお り、満鉄資料は吉林大学の本部の書庫に一部(3千 部あまりとか、
調査は全 くしていないごとくであったけれ ど、満蒙開拓団の生の報告書みたいなもの も散見
したように見えた)と 襠案館1脚 とかに遺存 しているらしい。襠案館の ものは、 日本人に一切
見せないということで、 目録を内緒で一見 した丈であるが、社会科学系の書籍が過半である
ようであった。
襠案館の ものは一切 日本人に見せ ないという話のときに崔先生が聞き及んでこられた話 し
として、 日中国交回復の時に、 日本から著名な研究者の率いた調査団が来訪 し、その調査 し
た資料 を中国側 に無断で持 ち出した(フ ィルムを持ち帰った ということか)と いう事件があ
り、以後は日本人には警戒 して見せないことにしているということがあった。吉林大学の満
鉄資料 を見学許可に際 して見せ られた異常なくらいの警戒もそんなところか ら生 じているの
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か と思ったことである。 日本人研究者の態度にも問題があるのであろうが、現在は当時の資
料類は機密でもなんでもないのであるか ら、資料の完全公開がされることが望ましいのであ
る。ただし日本側(そ れも権威ある著明な先生方)に も反省すべきところが多 々あるのだナ
ということは感じ取れたことである。
ともあれ図書館以外の襠案館 というところにも、 日本関係の資料が遺存されているらしい
ということが判って きたのであるが、この扉は大変 に開きにくいもののようである。公的な
レベルでの折衝によって開扉をすれば案外簡単なものなのかもしれないのであるが、やはり
ここは日中の研究者仲間の相互連絡を密 にすることによって、扉 を開いて もらって公開とい
うことにしていただ きたいものである。当然 日本側 にもそれな りの覚悟 と準備が必要ではあ
るだろう。
六
大連に流亡 してまで本探 しを思い立ったのは、中村幸彦先生のお言葉に導かれてのことで
あったのであるが、大連高商の和本というのは、今 も幻の本である。探索の素志は持ち続け
ているのではあるが、今一歩踏み込めないままである。中国の北の窓口である人口500万 以上
と称する港湾都市大連には、古書店が存在 しない。中山公園という骨董店の集まっていると
ころがあるが、そこに骨董 と一緒 に少 しばか りの古書 を置いている店 もある。その古書の中
に戦前の日本の書籍が混在 していて、こんな本があるところはないかと聞いていただ くと、
田舎の書庫に山積みしてあるとの答 えがあったことがある。白髪三千丈的な話と中国の人は
後で笑 ってお られたが、そんなところにあるいは幻の本が隠れているのかと思った りするの
である。それにしてもこうした幻の本(和 本類)は 、 どこかの古書肆が戦前のある時期に納
入 したのであろうが、そういう本屋 さんの伝誦はないものかと思ったりするのである。明治
初年、文明開化の波で不要になった漢籍の和刻本を大量に買い占めて中国に輸出 した という
三木佐吉ほどではないに して も、台湾、京城を含めて大連にも和本を納入 した古書肆があっ
たのではないかと夢想するのである。そ してそれらの本が、再び私どもの前にヒョッコリ姿
を現す 日があるかも知れないと夢想しなが ら大連流亡生活を続けることである。
(注1)
注
当時中村先生は、読本の祖である 『鹸英草紙』五都賀庭鐘寛延二年刊の注釈をしておられるこ
ろで、初刷本を探 してもなくて(長 沢規玖也先生のところにあったと言われるのだが、どうも
探 し出せないらしいと言われたことがある)、大連高商の研究室にはあったらしいと洩 らされ
た時の話のようでもあるが、記憶が定かでない。大連に流亡する直前に中村先生宅をお別れに
訪れた時に再確認 したことであるが、重友先生 とは学会の度に同宿させ られながらのその話は、
どうも不鮮明だと言われた。
(注2) ゆまに書房から 『満鉄大連図書館蔵書 目録』全十九巻が復刻出版されているが、それらは昭和
十四年までの収蔵書であり、昭和二十年入月十五日までの収蔵書は未載であり、完全な目録が
待望されるのである。
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(注3)御 本人照れ隠しで朱舜水気取りと言っているけれど、それほどの信念があって申しているので
はなくて、大連に渡る前の半年ばかり少 し中国語の トレーニングをしてみたのだけれど、聞き
取 りが全 く不可能な語学的才能皆無の人間であることを自覚、中国語の勉学を一切放棄したの
である。当然、書籍の探訪と言っても、常に通訳の方々に迷惑をかけているのである。
(注4)襠 案館は、日本の公文書館みたいなものらしく、中国の人にも中々利用できないものらしいの
であるが、研究のために戦前のものなど公開して もいいのかなあと思うことである。国情の違
いということも当然考えられるのではあるけれど。
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